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令和７年度 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育（リ・スキリング）推進事業」 

介護予防
実践編 ①転倒に関わる評価



本日のコンテンツ

1. オンデマンドのおさらい
✓転倒に関わる評価の意義

✓①握力測定

✓②5回立ち上がりテスト

✓③Timed Up and Go Test（TUG）

✓④Fall Risk Index(FRI)

✓実施においての注意点

2. 実践の流れと概要

3. まとめ
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転倒に関わる評価の意義

評価の意義

利用者の有する日常生活上の能力や利用者が取り巻く環境等の評価を通

じて、利用者が生活の質を維持・向上させていく上で生じている問題点

を明らかにし、利用者が自立した日常生活を営むことができるように支

援する上で、解決すべき課題を把握することであり、利用者の生活全般

について、その状態を十分把握することが重要。

※厚生労働省「（主として介護支援専門員による）アセスメントについて」
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①握力測定

単に握る力の測定だけではなく、全身の筋力との相関することが示唆。

握力計があれば、場所も選ばずに短時間で測定可能

Cut off値: 

筋力低下：男性 2８kg 未満 、女性 18kg 未満
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①握力測定 → 一緒にやってみましょう

実施の流れ

① 両足を開いて、安定した基本的立位姿勢をとる（a）。

②  握りは、示指（人差し指）の近位指節間関節（第２関節）がほぼ垂直になるよ
うに握り幅を調節。

③  握力計の指針を外側にして、体に触れないように肩を軽く外転位にし、力いっ
ぱい握らせる(b)。

④ 測定の際は、反対の手で押さえたり、手を振ったりしないように注意。

⑤ 利き手あるいは強い方の手を 2 回測定。

⑥  教示は「フーッと息を吐きながら、身体に腕をつけないように、手を握ってく
ださい」に統一。 

厚生労働省：運動器の機能向上マニュアル（改訂版）
https://www.mhlw.go.jp/topics/2009/05/dl/tp0501-1d.pdf

準備物： スメドレー式握力
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①握力測定：動画
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②5回立ち上がりテスト

椅子から5回立ち上がる際に要した時間を測定

下肢の筋力や転倒発生のリスク、ADL障害の発生リスク評価も可能

Cut off値:

①フレイルの判定 ：Study of Osteoporotic Fracture(SOF)

上肢を使用せずに、椅子から5回連続立ち上がれない場合

②転倒発生に対するリスク判別

12秒以上、もしくは15秒以上でリスクあり

③移動制限、死亡、入院の各リスク判別

17秒以上でリスクあり

学校法人 敬心学園 職業教育研究開発センター

かい  たち あ

いす かい た   あ     さい  よう       じかん そくてい

かし きんりょく てんとうはっせい しょうがい はっせい ひょうか かのう

はんてい

じょうし しよう いす かい れんぞく た あ ばあい

てんとうはっせい たい はんべつ

びょういじょう びょういじょう

いどうせいげん しぼう にゅういん かく はんべつ

びょういじょう



②5回立ち上がりテスト →  一緒にやってみましょう

実施の流れ

① 椅子の中央部より少し前に座り、背筋(背中)を伸ばす。

② 両脚は肩幅程度に広げ、膝の間を握りこぶしひとつ分くらい開ける。

③ 膝関節は 90 度からわずかに屈曲させ、足裏を床につける。両手を胸の前で組む。

④ 用意に続き“始め”の合図で背筋が伸び、両膝が完全に伸展するように立ち上がり、
すばやく腕を組んだまま座位姿勢に戻る。

※背筋が伸びていない、膝が完全に伸展していない、または座面にしっかりと

着座できていない場合は、カウントしない。

⑤ 「手をつかわずに、できる限り速く、椅子から5回連続で立ち上がっていただきま
す。」「座る時にあまり勢いよく座ると身体を痛めるので注意してください。」

⑥ 測定開始は「対象者の身体が動き始めた瞬間」、測定終了は「対象者が5回目に完
全に着座したとき」

準備物：ストップウォッチ、椅子
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②5回立ち上がりテスト：動画



③Timed Up and Go Test（TUG）

歩行速度、椅子からの立ち上がり、方向転換の機能を評価する方法。

目的：歩行と立ち座り、方向転換という一連の動作を実施し、その時
間測定と歩行状態を観察を行う

転倒予測cut off値：１3.5秒
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③Timed Up and Go Test（TUG） →  一緒にやってみましょう

実施の流れ

①椅子から立ち上がり、3m先の目印を折り返し、再び椅子に座るまでの時間を計測

②スタート肢位は椅子にもたれ、背中をつけた姿勢。 

③測定者の掛け声に従い、対象者にとって快適かつ安全な速さで一連の動作を実施。 

※回り方は被験者の自由。

④測定者は、対象者が立ち上がり、再び座るまでの時間（小数点第2位まで）を測定。

 1回の練習ののち、2回測定を行う。 

⑤教示は｢できるだけ速く回ってください｣に統一。

※小走りも可であるが、転倒に十分気をつける。

準備物：椅子、ストップウォッチ、コーン（回る目印となるもの）、メジャー

厚生労働省：運動器の機能向上マニュア
ル（改訂版）
https://www.mhlw.go.jp/topics/2009/05
/dl/tp0501-1d.pdf
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③Timed Up and Go Test（TUG）：動画
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④Fall Risk Index(FRI)

転倒予防・転倒リスクを5つの質問にて、簡易にスクリーニング可能な
ツール

該当する項目の点数を合計して、7点以上で転倒のリスクが高くなる。

質問内容 回答 点数

１：過去1年に転んだことはありますか はい 5点

２：歩く速度が遅くなったと思いますか はい 2点

３：杖を使っていますか はい 2点

４：背中が丸くなってきましたか はい 2点

５：毎日お薬を5種類以上飲んでいますか はい 2点
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実施においての注意点

①まずはリスク管理が一番重要！

✓体調やバイタルの確認。

✓立つ、歩行の際は、そばを離れない。

✓実施時間帯や服薬状況の確認。

②簡便な評価から実施して、慣れていきましょう。

✓握力やFRIはより簡便なので、取り組みやすい。

✓まずは、スタッフ同士で練習してみましょう。
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実際にやってみましょう！



実践の流れと概要

①握力測定→5回立ち上がりテスト→Timed Up and Go Test（TUG）

→Fall Risk Index(FRI) の順で行っていきます

②３名でグループを作り、行っていきます。検査者、被験者、観察者に
分かれて、行います。

③観察者は、その方の良い点、課題点を伝えてあげてください。

④一人、１回以上は、実施してください。
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①握力測定 → 実践

実施の流れ

① 両足を開いて、安定した基本的立位姿勢をとる（a）。

②  握りは、示指（人差し指）の近位指節間関節（第２関節）がほぼ垂直になるよ
うに握り幅を調節。

③  握力計の指針を外側にして、体に触れないように肩を軽く外転位にし、力いっ
ぱい握らせる(b)。

④ 測定の際は、反対の手で押さえたり、手を振ったりしないように注意。

⑤ 利き手あるいは強い方の手を 2 回測定。

⑥  教示は「フーッと息を吐きながら、身体に腕をつけないように、手を握ってく
ださい」に統一。 

厚生労働省：運動器の機能向上マニュア
ル（改訂版）
https://www.mhlw.go.jp/topics/2009/05
/dl/tp0501-1d.pdf

準備物： スメドレー式握力
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②5回立ち上がりテスト → 実践

実施の流れ

① 椅子の中央部より少し前に座り、背筋(背中)を伸ばす。

② 両脚は肩幅程度に広げ、膝の間を握りこぶしひとつ分くらい開ける。

③ 膝関節は 90 度からわずかに屈曲させ、足裏を床につける。両手を胸の前で組む。

④ 用意に続き“始め”の合図で背筋が伸び、両膝が完全に伸展するように立ち上がり、
すばやく腕を組んだまま座位姿勢に戻る。

※背筋が伸びていない、膝が完全に伸展していない、または座面にしっかりと

着座できていない場合は、カウントしない。

⑤ 「手をつかわずに、できる限り速く、椅子から5回連続で立ち上がっていただきま
す。」「座る時にあまり勢いよく座ると身体を痛めるので注意してください。」

⑥ 測定開始は「対象者の身体が動き始めた瞬間」、測定終了は「対象者が5回目に完
全に着座したとき」

準備物：ストップウォッチ、椅子
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③Timed Up and Go Test（TUG） → 実践

実施の流れ

①椅子から立ち上がり、3m先の目印を折り返し、再び椅子に座るまでの時間を計測

②スタート肢位は椅子にもたれ、背中をつけた姿勢。 

③測定者の掛け声に従い、対象者にとって快適かつ安全な速さで一連の動作を実施。 

※回り方は被験者の自由。

④測定者は、対象者が立ち上がり、再び座るまでの時間（小数点第2位まで）を測定。

 1回の練習ののち、2回測定を行う。 

⑤教示は｢できるだけ速く回ってください｣に統一。

※小走りも可であるが、転倒に十分気をつける。

準備物：椅子、ストップウォッチ、コーン（回る目印となるもの）、メジャー

厚生労働省：運動器の機能向上マニュア
ル（改訂版）
https://www.mhlw.go.jp/topics/2009/05
/dl/tp0501-1d.pdf
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④Fall Risk Index(FRI)  → 実践

転倒予防・転倒リスクを5つの質問にて、簡易にスクリーニング可能な
ツール

該当する項目の点数を合計して、7点以上で転倒のリスクが高くなる。

質問内容 回答 点数

１：過去1年に転んだことはありますか はい 5点

２：歩く速度が遅くなったと思いますか はい 2点

３：杖を使っていますか はい 2点

４：背中が丸くなってきましたか はい 2点

５：毎日お薬を5種類以上飲んでいますか はい 2点
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まとめ

①評価を行うことで、対象者の自立支援が可能となる

→ 介護予防

②リスク管理が、一番重要！

③簡便な検査やご自身がやり易い検査から、実施してみましょう！
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介護予防
実践編 ①転倒に関わる評価

本教材は、文部科学省の教育政策推進事業委託費による委託事業として、
≪学校法人敬心学園 職業教育研究開発センター≫が実施した令和7年度
「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教
育（リ・スキリング）推進事業」の成果物です。



 



介護予防 アシスタントティーチャー授業展開表 1 コマ目 

■学 生 構  成：４～５人グループ 15～30 人を想定     

■フォロー教員：1 名～２名  

■資料①：実践編①転倒に関わる評価 

時間 内容 伝える内容/資料ページ数 準備物 備考 

13:00 自己紹介 

今日の講義の内容の説明 

 

・今日は何を学んでいくのか説明する。 

 

・講義の内容を伝える。資料①/Ｐ2 

・学生用当日配布資料 

・事後ミニテスト 

・事後アンケート 

 

・PC 

・進行 PPT 

・スクリーンまたはモニター 

・HDMI ケーブル 

・資料① 

 

・スクール形式の対

応 

・学生はグループご

とに着席している。 

 

・当日配布する資料

を学生に配布してい

る。 

 

 

 

13：10 

(25 分) 

実践編  

① 転倒に関わる評価前半説明部分  

・評価の意義を伝える。資料①/Ｐ3 

 

・握力測定について評価方法を説明する。資料①/P4 

・握力測定の動画を見る 資料①/P5 

・実施の流れを説明 資料①/P6 

＊学生とその場で一緒に行うが理想だが、時間がな

ければ、モデル 1 名にしてもらう。 

・握力測定の動画を見る 資料①/P7 

 

・5 回立ち上がりテスト説明 資料①/P8 

・5 回立ち上がりテストの動画を見る。資料①/P9 

・・実施の流れを説明 資料①/P10＊学生とその場で

一緒に行うが理想だが、時間がなければ、モデル 1

名にしてもらう。 

・5 回立ち上がりテストの動画を見る。資料①/P11 

＊介助者は、いつでも支えられるようにする。 

 

・Timed Up and Go Test の説明をする。資料①/P12 

・Timed Up and Go Test の動画を見る。資料①/P13 



 

令和７年度「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育（リ・スキリング）推進事業」 

介護予防分科会 

＊イメージが湧きづらいので動画を先に見せる。 

・実施の流れを説明 資料①/P14 

・Timed Up and Go Test の動画を見る。資料①/P15 

＊全員で一緒に行うのは混乱するため、代表者を 1

名決めて行う。 

＊介助者は、いつでも支えられるようにする。 

＊介助者は介助中、トップウォッチを見ない。 

・ Fall Risk Index(FRI) 資料①/P16 

 

・実施においての注意点 資料①/P17 

13:35 

(45 分) 

 

 

実践編 

① 転倒に関わる評価後半実践部分  

＊人数によって時間を短縮してもよ

い。 

＊それぞれ 10 分の制限時間を設け

る。 

・これから、握力測定→5 回立ち上がりテスト

→Timed Up and Go Test（TUG）→Fall Risk 

Index(FRI) の順で 3 つの測定をグルーで行うことを

伝える。資料①/P18 

結果を記録用紙に記載するよう伝える。 

椅子×１～２脚 

① ストップウォッチ 

② 握力計 

③コーン 

＊①②③については 

グループ分用意する。 

実技中心になるため 

スペースのある部屋

が必要 

机があれば撤去す

る。 

14:15 

(10 分) 

実践編  

①転倒に関わる評価 

まとめ 

ミニテスト 

アンケート 

今日の授業のまとめを行う。資料①/P24 

 

 

事後ミニテスト・アンケートを行う。 

 

学生全員スマートフォン ・スクール形式の対

応 

・学生はグループご

とに着席している。 

14：20 片付け 

授業終了 

   



１

学校法人 敬心学園 職業教育研究開発センター

令和７年度 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育（リ・スキリング）推進事業」 

介護予防
実践編② 症例検討とグループワーク



本日のコンテンツ

〇症例検討とグループワーク

・流れについての説明

１．転倒不安の症例検討 20分
２．日常生活での工夫の実践編 20分
３．レク内容の実践編 30分

・レクで使用する運動資料

学校法人 敬心学園 職業教育研究開発センター

しょうれいけんとう

なが せつめい

てんとうふあん しょうれいけんとう

にちじょうせいかつ くふう じっせんへん

ないよう じっせんへん

 しよう うんどうしりょう



流れについての説明

✓これから、症例を提示します。

✓その症例情報に沿って、グループワークの課題を行っていきます。

学校法人 敬心学園 職業教育研究開発センター

しょうれい   ていじ

しょうれいじょうほう そ かだい おこな



流れについての説明

✓症例情報について説明をします。

✓今回は、この症例に対して、3つのワークシートを行って頂く予定です。

✓グループは、1組、4-6名程度で集まってもらいます。

✓各グループでワークシートを行ってもらい、最後には報告してもらいま
す。

学校法人 敬心学園 職業教育研究開発センター

しょうれいじょうほう せつめい

こんかい しょうれい たい おこな いただ よてい

くみ         めい ていど あつ

かく おこな さいご ほうこく



流れについての説明

✓ワークシートについて、説明します。

別紙を見て下さい。

学校法人 敬心学園 職業教育研究開発センター

べっし み くだ

せつめい



３．レク内容の実践編の参考資料



POINT

•体が前や後ろに動かないようにする

•天井に向けて真っすぐ伸びる

•膝をまっすぐ伸ばす

運動 かかとあげ

学校法人 敬心学園 職業教育研究開発センター

からだ  まえ  うし   うご

てんじょう   む   ま   の

ひざ の



運動 かかとあげ 動画

学校法人 敬心学園 職業教育研究開発センター



POINT

•体を伸ばして、お尻を後ろに出さな
いようにする

運動 つま先上げ

学校法人 敬心学園 職業教育研究開発センター

からだ  の  しり うし だ



運動 つま先上げ 動画

学校法人 敬心学園 職業教育研究開発センター



POINT

•体が「く」の字
にならないよ
うに

•目線は真っす
ぐ前を見る

•つま先はなる
べく真っすぐ

運動 足の横開き

学校法人 敬心学園 職業教育研究開発センター

からだ じ

めせん   ま

まえ                        み

さき

ま



運動 足の横開き 動画

学校法人 敬心学園 職業教育研究開発センター



POINT

•膝がつま先よ
り前に出ない
ようにする

•ガ二股になり
すぎないよう
にする

運動 スクワット

学校法人 敬心学園 職業教育研究開発センター

ひざ さき

まえ で

また



運動 スクワット 動画

学校法人 敬心学園 職業教育研究開発センター



POINT

•お辞儀をするよう
に体を前に倒す

•座る時もゆっくり

運動 立ち座り

学校法人 敬心学園 職業教育研究開発センター

じぎ

からだ まえ たお

すわ とき



運動 立ち座り 動画

学校法人 敬心学園 職業教育研究開発センター



POINT

•股関節を意識
して足を大きく
上げる

•足を踏み込む
とき、お腹に力
を入れる

運動 しこふみ

学校法人 敬心学園 職業教育研究開発センター

こかんせつ いしき

あし おお

あ

あし ふみ こむ

なか ちから

い



運動 しこふみ 動画

学校法人 敬心学園 職業教育研究開発センター



１

介護予防
実践編② 症例検討とグループワーク

本教材は、文部科学省の教育政策推進事業委託費による委託事業として、
≪学校法人敬心学園 職業教育研究開発センター≫が実施した令和7年度
「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教
育（リ・スキリング）推進事業」の成果物です。



グループワーク用ワークシート 

ケア対応
たいおう

 実践
じっせん

計画
けいかく

 

                  担当
たんとう

： 

【患者
かんじゃ

情報
じょうほう

】 

氏名
し め い

 A さん 

年齢
ねんれい

・性別
せいべつ

： 85歳
さい

 男性
だんせい

 

診断名
しんだんめい

：  大腿骨
だいたいこつ

骨折
こっせつ

 

既往歴
きおうれき

：  なし 

意識
い し き

レベル：  清明
せいめい

 

言語
げ ん ご

理解
り か い

・表 出
ひょうしゅつ

：  良好
りょうこう

 

認知
に ん ち

機能
き の う

：  問題
もんだい

なし 

利
き

き手
て

： 右
みぎ

 

生活歴
せいかつれき

： バックを作
つく

る職人
しょくにん

 ４０歳代
さいだい

で転職
てんしょく

し工場
こうじょう

に勤務
き ん む

（鉄鋼
てっこう

を切断する力仕事
ちからしごと

） 

家族
か ぞ く

 夫婦
ふ う ふ

２人
ひと

暮
く

らし 娘
むすめ

２人は結婚
けっこん

して同県内
どうけんない

に在中
ざいちゅう

 

 

【患者
かんじゃ

の治療
ちりょう

に対する要望
ようぼう

・意向
い こ う

について】 

1日
にち

も早
はや

く、自分
じ ぶ ん

で歩
ある

けるようになりたい。 

他人
た に ん

になるべく迷惑
めいわく

をかけたくないので身
み

の回
まわ

りのことが 1 人でできるようになりたい。 

 

【経過
け い か

】 

85 歳
さい

、男性
だんせい

は同
おな

じ世代の友人
ゆうじん

から歩く速度
そ く ど

がいつもや早
はや

いと褒
ほ

められていた。 

ところが夜中
よ な か

トイレに起
お

きた時、階段
かいだん

を踏
ふ

み外
はず

し転倒
てんとう

し大腿骨頸
だいたいこつけい

部
ぶ

にひびが入
はい

り救 急
きゅうきゅう

病院
びょういん

に入院
にゅういん

となった。

安静
あんせい

のため寝
ね

たきりの生活
せいかつ

となった。A さんは体力
たいりょく

にも、歩行
ほ こ う

にも自信
じ し ん

があったため、転倒
てんとう

したことにかなりシ

ョックを受
う

けていた。食欲
しょくよく

もなく点滴
てんてき

治療
ちりょう

が行
おこな

われたが、数日後
すうじつご

に肺炎
はいえん

を併発
へいはつ

してしまった。そのためリハビ

リをすることなくそのまま経過
け い か

した。家族
か ぞ く

がこのままでは寝
ね

たきりになってしまうと心配
しんぱい

し肺炎
はいえん

が回復
かいふく

したらリ

ハビリしてほしい医師
い し

に依頼
い ら い

した。しかし救 急
きゅうきゅう

病院
びょういん

ではリハビリ体制
たいせい

がないといわれた。 

ようやく熱
ねつ

が下がり、状態
じょうたい

が安定したところで希望
き ぼ う

していたリハビリ病院
びょういん

へ転院
てんいん

となった。A さんは、体力
たいりょく

が

回復
かいふく

すると、リハビリが開始
か い し

された。はじめは廃
はい

用
よう

症候群
しょうこうぐん

が進
すす

んでいたため、思
おも

うようにリハビリが進
すす

まなかっ

た。また転
ころ

ぶのではないかと不安
ふ あ ん

があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ワークシート① 

①転倒
てんとう

不安
ふ あ ん

の症例
しょうれい

検討
けんとう

 

 

１：この症例
しょうれい

情報
じょうほう

を読
よ

み、どのような関
かか

わり方
かた

をすることが必要
ひつよう

か考
かんが

えましょう。 

  （特
とく

に、心理面
しんりめん

を中心
ちゅうしん

に考
かんが

えてみましょう。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２：この症例
しょうれい

に対
たい

して、どのように対応
たいおう

したらよいか考
かんが

えましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ワークシート② 

②日常
にちじょう

生活
せいかつ

での工夫
く ふ う

 

 

１-Q1:ご本人
ほんにん

にとっての“自立
じ り つ

”とは、何
なん

でしょうか？皆
みな

さんで考
かんが

えてみましょう。 

Q2:あなたが担当
たんとう

になった際
さい

に、病室
びょうしつ

や居室
きょしつ

で過
す

ごしている際
さい

などにできる、症例
しょうれい

への対応
たいおう

を考
かんが

えてみ

ましょう。 

 

 

２：その際
さい

の起
お

こりうるリスクは何
なん

でしょうか？その点
てん

も考
かんが

えてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

Q1：自立
じ り つ

とは？ 

 

 

Q2：病室
びょうしつ

や居室
きょしつ

で過
す

ごしている症例
しょうれい

への対応
たいおう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ワークシート③ 

③レクリエーションの内容
ないよう

 

 

１：症例
しょうれい

やその他
た

の人
ひと

へデイルームで、レクリエーションを行
おこな

うことになりました。 

 別紙
べ っ し

の用紙
よ う し

の運動
うんどう

を用
もち

いて、レクリエーションを企画
き か く

してみましょう。 

 また、可能
か の う

であれば、曲
きょく

などを用
もち

いて、実践
じっせん

してみましょう。 

 

タイトル： 

対象者人数： 

時間： 

スタッフ人数： 

内容： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



介護予防 アシスタントティーチャー授業展開表 2 コマ目 

■学 生 構  成：４～５人グループ 15～30 人を想定     

■フォロー教員：1 名～２名  

■資料①：実践編①転倒に関わる評価（ppt）資料②：実践編②事例検討（ppt）資料③：GW ワークシート(word)  

時間 内容 伝える内容/資料ページ数 準備物 備考 

13:00 挨拶・自己紹介 ・今日は何を学んでいくのか説明する。 

 

・講義の内容を伝える。資料②/Ｐ2 

・学生用当日配布資料 

・事後ミニテスト 

・事後アンケート 

 

・PC 

・進行 PPT 

・スクリーンまたはモニター 

・HDMI ケーブル 

・資料① 

・資料② 

・資料③： 

 

 

・スクール形式の対応 

・学生はグループごとに着

席している。 

 

・当日配布する資料を学生

に配布している。 

 

・時間があれば全グルー

プ、時間がない場合はいく

つかの 

グループに発表してもら

う。 

13：10 

(25 分) 

流れについての説明 

  

・流れについて説明をする。 

資料②/P3~5 

 

14:15 

(10 分) 

実践編 ②症例検討とグループ

ワーク 1.転倒不安の症例検討 

説明と GW 

転倒不安の症例検討説明をする。 

ワークシートを使って GW をすることを説明す

る。 

資料①：実践編①転倒に関わる評価（ppt）資料

②：実践編②事例検討（ppt） 

 

グループに発表をしてもらうことを説明する。 

 実践編 ②症例検討とグループ

ワーク  

2.日常生活での工夫 説明と GW 

日常生活での工夫 説明をする。 

ワークシートを使って GW をすることを説明す

る。 

資料①：実践編①転倒に関わる評価（ppt）資料

②：実践編②事例検討（ppt） 

 

グループに発表をしてもらうことを説明する。 



 

令和７年度「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育（リ・スキリング）推進事業」 

介護予防分科会 

 実践編 ②症例検討とグループ

ワーク  

3.レク内容 説明と GW 

レク内容 説明をする。 

ワークシートを使って GW をすることを説明す

る。 

資料①：実践編①転倒に関わる評価（ppt）資料

②：実践編②事例検討（ppt） 

 

グループに発表をしてもらうことを説明する。 
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